




























































（2004年度 B, 2006年度 M, 2009年度 D）
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１２５
作品の「笑う男」という短編小説の中に，物語の中に登場する虚構のヒーロ
ー，笑う男にあこがれて，自分こそがこのヒーローの正統なあとつぎだと子
どもたちが夢見るシーンがある。ホールデンに心を奪われていたわたしも，
まさにそうだった。虚構の世界に一喜一憂する物語の子どもたちの中に，い
つしか，わたしも含まれていた。一八，九の多感な歳に，アメリカ文学の中
でも，特に『ライ麦』に出会えたことは，幸か不幸か今の文学生活の礎とな
った。
文学の楽しみを覚えた 2年目の秋，ゼミ選択の時期がやってきた。わた
しは迷わずアメリカ文学のゼミを志望した。ゼミ面接では，志望動機や，文
学のことを聞かれるのだが，好きな文学作品について問われた時，わたし
は，『ライ麦』について話をした。わたしの後に面接を控えた友人が，長く
待たされたことを愚痴っていたのは，ささやかな自慢だ。とにかく話が尽き
なかったのだ。思う存分ホールデン愛を語った後，面接官である先生から
『ライ麦』秘話について教えていただいた。自分が話した内容は（記憶とは
都合の良いもので）おぼろげにしか覚えていないが，先生の言葉は鮮明に覚
えている。後で怒られるかもしれないが，ここにその内容を書くことをお許
し願いたい。先生曰く，『ライ麦畑でつかまえて』の邦題の中で，「キャッチ
ャー」の「手」の意味と，「つかまえて欲しい」という願望が，邦題の最後
の「て」に凝縮されているという。先生の言葉によって，わたしの中で衝撃
が走った。ホールデンは，純真な子ども達を守る役割を担う，ライ麦畑の
「つかまえ手」になりたいと願ったが，実は「つかまえて」欲しかったのは，
ホールデン自身じゃなかったのだろうか，と。突然にして圧倒的な悲しみ
が，面接中のわたしを襲った。そして，これが，わたしにとっての『ライ
麦』の答えとなった。
わたしは，現在も師匠と仰ぐ先生とこの面接で初めて出会って以来，文学
の面白さを今日に至るまで教えていただいている。そして，迷いながらも根
を深くはって文学とともに生きる人生の指標を教えていただいている。劣等
生として路頭に迷っていたわたしは，しっかりと先生に「つかまえて」もら
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１２６
ったのだ。
現在，わたしは関学英文に研究員として籍をおき，ハーマン・メルヴィル
の研究をしているが，ホールデンの「まいったね」という言葉は，わたしの
頭に常に響いている。文学に人生を与えてもらったという，ひとつの救い
が，閉塞感に囚われていた奈良の田舎者の学生人生にあったのだ。わたし
は，ひとりのホールデンであり，わたしにとってのキャッチャーは，わたし
の先生であり，現在も（のらりくらりではあるが）文学生活を送っている関
学英文である。
私が関学英文に身を置いてからちょうど十年が経った二〇一〇年，サリン
ジャーが逝去した。謹んでご冥福をお祈りする。劣等生の関学での学生生活
がホールデンとともにあったと，最後に記しておきたい。
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